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任
期
満
了
に
伴
う
九
戸
村
議
会
議
員
選
挙
は
︑
６
月
９
日
に
告
示
さ
れ
︑
６
月
14

日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
︒
選
挙
す
る
議
員
の
数
（
定
数
）
は
12
人
︒
皆
さ
ん
の
投

票
が
︑
こ
れ
か
ら
の
九
戸
村
を
方
向
付
け
︑
日
常
の
生
活
に
大
き
く
結
び
付
き
ま
す
︒

棄
権
す
る
こ
と
な
く
︑
自
分
の
判
断
で
責
任
あ
る
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
︒

　
投
票
で
き
る
人

　　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る

の
は
、
次
の
二
つ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
人
で
す
。

①
平
成
７
年
６
月
15
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
（
投
票
日
現
在
で

満
20
歳
以
上
の
人
）

②
平
成
27
年
３
月
８
日
以
前
に

本
村
に
住
民
登
録
を
し
て
引
き

続
き
村
内
に
住
み
、
村
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

※
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
投
票
所
入
場
券
が
届
い
て

も
、
村
外
に
転
出
す
る
と
選
挙

権
を
失
い
ま
す
の
で
、
投
票
は

で
き
ま
せ
ん
。

▽
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

選
挙
時
登
録
に
よ
り
、
新
た

に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

人
の
氏
名
な
ど
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
期
日　
６
月
９
日
（
火
）

○
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
５
時

○
場
所　
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　

 

事
務
局　

　
　
　
　
（
役
場
庁
舎
４
階
）

　
投
票
は

　
午
後
７
時
ま
で

　　

投
票
所
で
の
投
票
時
間
は
、

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

で
す
。
投
票
所
は
、
村
選
挙
管

理
委
員
会
が
郵
送
す
る
投
票
所

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

投
票
の
際
に
は
、
入
場
券
を
忘

れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
で
は
、
受
け
付
け
が

済
む
と
投
票
用
紙
が
渡
さ
れ
ま

す
。
自
分
の
選
び
た
い
﹁
候
補

者
一
人
の
氏
名
﹂
を
書
い
て
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
へ

︽
立
候
補
届
出
等
説
明
会
︾

　
九
戸
村
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
を
対
象

に
︑
立
候
補
届
出
等
の
説
明
会
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
︒
立
候

補
で
き
る
の
は
︑
今
回
の
村
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
権
を
有
す
る

満
25
歳
以
上
の
人
で
︑
犯
罪
な
ど
に
よ
っ
て
被
選
挙
権
を
有
し
な

い
な
ど
の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
人
で
す
︒
当
日
は
︑
立
候
補

届
出
用
紙
な
ど
の
配
布
も
併
せ
て
行
い
ま
す
︒



日
時　
５
月
20
日
（
水
）　
午
後
１
時
30
分



場
所　
役
場
第
３
会
議
室

※
出
席
は
︑１
立
候
補
予
定
者
に
つ
き
２
人
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
︒

︽
立
候
補
届
出
書
類
の
事
前
審
査
︾



日
時　
５
月
29
日
（
金
）　
午
後
１
時
30
分



場
所　
役
場
第
２
会
議
室

︽
立
候
補
届
出
の
受
け
付
け
︾



日
時　
６
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時



場
所　
役
場
第
２
会
議
室

九
戸
村
議
会

    
議
員
選
挙
　  

６
月
14
日 

㊐
　

午
前

７
時
〜
午
後

７
時

︽
立
候
補
届
出
書
類
の
事
前
審
査
︾

投
票

日
時
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▽
入
場
券
は
６
月
９
日
に
郵

送
　

投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
期

日
が
告
示
さ
れ
る
６
月
９
日
に

郵
送
し
ま
す
。
投
票
で
き
る
と

思
わ
れ
る
人
で
、
入
場
券
が
届

か
な
い
と
き
に
は
、
村
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

入
場
券
は
選
挙
権
の
あ
る
お

知
ら
せ
と
、
投
票
所
で
の
受
け

付
け
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め

に
発
行
し
て
い
ま
す
。
入
場
券

を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
有
権

者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ

ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票

所
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
期
日
前
投
票
は

　
６
月
10
日
か
ら

　

投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
予
定
が
あ
る
と
き
、
何

ら
か
の
用
事
が
あ
り
投
票
区
の

区
域
外
に
旅
行
や
滞
在
が
見
込

ま
れ
る
と
き
な
ど
は
、
期
日
前

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
で
は
、
投
票
所
と

同
じ
よ
う
に
投
票
用
紙
を
直
接

投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
期
間　
６
月
10
日
（
水
）
～

　
　
　

 　
13
日
（
土
）

○
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
８
時

○
場
所　
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　

 

の
事
務
室

　
　
　
　
（
役
場
庁
舎
４
階
）　

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
入
院
中
の
人
は

　
不
在
者
投
票
で

　

次
の
方
法
で
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
投
票
の
で
き
る

期
間
と
理
由
は
、
期
日
前
投
票

と
同
じ
で
す
。

①
出
稼
ぎ
な
ど
で
村
外
に
滞
在

し
て
い
る
と
き
は
、
滞
在
先
の

市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
行
う
。

②
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院

な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
施
設
で
行
う
。

③
一
定
の
障
害
等
級
の
身
体
障

害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳
を

交
付
さ
れ
て
い
る
人
、
介
護
保

険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介

護
５
の
人
が
郵
便
な
ど
で
行
う
。

　

不
在
者
投
票
用
紙
な
ど
の
請

求
手
続
き
は
、
選
挙
期
日
の
告

示
日
（
６
月
９
日
）
前
で
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
不
在
者
投
票

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

事
前
の
手
続
き
に
日
数
を
必
要

と
し
ま
す
の
で
、
村
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、

お
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
開
票
は
８
時
か
ら

　
村
体
育
セ
ン
タ
ー

○
日
時　
６
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
８
時
開
始

○
場
所　
村
体
育
セ
ン
タ
ー

※
開
票
の
参
観
は
で
き
ま
す
が
、

会
場
の
都
合
で
人
数
な
ど
を
制

限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平成26年度の主な改善項目 財政効果額

職員の定員管理適正化 687 万円

村税の徴収確保 226 万円

補助金・委託料の節減 34 万円

合　計 947 万円

　村では行政経費の削減等に努めてきた結果、
平成26年度は目標額1,137万円に対し947万円
の経費削減が行われ、これに前年までの削減効
果額を加えると10年間で３億8,015万円の経費
が削減されています。
　平成27年３月に策定した第７次行政改革大綱
および第３次行財政改革プログラムに沿って、
今後も積極的に行財政改革に取り組み、住民
サービスの維持向上に努めていきます。平成26
年度の主な改善項目は次の通りです。

行革の成果を公表

　新年度は財政効果目標額を3,431万円とし、
21項目の改善に取り組んでいきます。主な改善
項目は次の通りです。

平成27年度の主な改善項目

新規事業についての事務事業評価による事
務事業の見直し

行政と住民等が協働して村づくりを進める
体制の整備

組織機構の見直しや定期管理および給与制
度の適正化を図る

財政施策においては、プライマリーバラン
スの堅持に努め、村税の滞納の解消や経常
経費の圧縮など、歳入の確保と歳出の削減
に努める

第３セクターにおいて、新たな販路拡大等
積極的な営業を展開し委託料の軽減を図る
ように指導する

27年度は3,431万円目標

26年度は947万円削減

【
問
い
合
わ
せ
先
】

村
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
１
８
２
）
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こ
の
春
、
異
動
で
本
村
に
着

任
さ
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

【
戸
田
小
学
校
校
長
】

①
前
任
地
…
花
巻
市
立
花
巻
中

学
校

②
出
身
地
…
花
巻
市

③
年
齢
…
55
歳

④
趣
味
…
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
、
山
菜
採
り
（
挑

戦
し
た
い
）

髙橋  節夫校長

⑤
抱
負
…
子
ど
も
た
ち
と
地
域

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
明
る
く
楽

し
い
学
校
を
一
緒
に
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。

よ
う
こ
そ
九
戸
村
へ

　
戸
田
小
校
長
に
髙
橋
節
夫
氏

　

九
戸
村
を
担
当
区
域
と
す
る

行
政
相
談
委
員
に
、
小
野
寺
ヱ
ネ

さ
ん
（
南
田
）
が
総
務
大
臣
か
ら

再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
29
年
３
月
ま
で
の
２
年
間

と
な
り
ま
す
。

　

国
や
独
立
行
政
法
人
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
意
見
を
聞
い
て
、
助
言
や
関
係

機
関
へ
の
通
知
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
聞

小
野
寺
ヱ
ネ
さ
ん
が
再
任

い
て
み
た
い
こ
と
、
要
望
し
た
い

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

小
野
寺
ヱ
ネ
さ
ん
の
自
宅
は

（
☎
42-

２
６
２
５
）

行
政
相
談
員

小野寺ヱネさん

　

乳
が
ん
は
40
代
～
50
代
の
女

性
、
子
宮
頸け
い

が
ん
は
20
代
～
30

代
の
女
性
で
発
症
率
１
位
の
が

ん
で
す
。
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
す
れ
ば
治
療
や
手
術
も
少

な
く
済
み
、
ほ
ぼ
治
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
検
診
を
受
け
て
乳
・

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
、
早
期
発

見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
検
診
料

①
乳
が
ん
検
診

　
40
～
49
歳
の
人  

１
８
０
０
円

　
50
歳
以
上
の
人  

１
０
０
０
円

②
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　
　

  

１
６
０
０
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
70
歳

以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

■
対
象
者

①
乳
が
ん
検
診　
40
歳
以
上

《
検
査
内
容
》

40
～
49
歳
…
乳
房
Ｘ
線
撮
影

左
右
２
枚
ず
つ
、
乳
房
超
音

波
検
査

50
歳
以
上
…
乳
房
Ｘ
線
撮
影

左
右
１
枚
ず
つ

※
40
～
49
歳
の
人
は
、エ
コ
ー

検
査
に
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

②
子
宮
頸
が
ん
検
診   

20
歳
以
上

《
検
査
内
容
》

視
診
・
細
胞
診
・
内
診
・
経

膣
超
音
波

※
年
齢
は
平
成
27
年

４
月
１
日
現
在
の
年

齢
で
す
。
子
宮
頸
が

ん
・
乳
が
ん
検
診
は
、

２
年
に
１
回
の
受
診

と
な
り
ま
す
。
昨
年

度
受
診
し
た
人
は
、

今
回
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
勤
務
先
で
同

検
診
が
あ
る
場
合

は
、
そ
ち
ら
で
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

■
受
検
時
の
注
意

○
次
に
該
当
す
る
人

は
、
乳
が
ん
検
診
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
前
胸
部
に
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
、
Ｃ
Ｖ

ポ
ー
ト
、
シ
ャ
ン
ト

を
埋
め
込
ん
で
い
る

・
妊
娠
中
、
妊
娠
の

月　日 検 診 会 場 受  付  時  間 対　象　地　区

５月 13 日 村老人福祉セ
ンター

9：30 ～ 10：30 瀬月内、宇堂口、泥の木、戸田上、
戸田舘の下

13：00 ～ 14：00 平内、妻の神、戸田下、山根

５月 14 日

江刺家ふるさ
とセンター 9：30 ～ 10：30 田代、柿の木、江刺家上・下、

道地、丸木橋、山屋、細屋

保健センター 13：00 ～ 14：00 長興寺上・下、大向、五枚橋、
荒田、雪屋

５月 24 日 保健センター
9：30 ～ 10：30 二ツ家、鹿島、伊保内下、小倉

13：00 ～ 14：00 荒谷、伊保内上、川向、南田、
休日希望者

可
能
性
が
あ
る
・
豊
胸
手
術
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る

○
乳
が
ん
検
診
の
際
、
上
半
身

裸
に
な
り
ま
す
。
前
開
き
の
衣

服
、
羽
織
る
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

を
準
備
く
だ
さ
い
。

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
際
は
、

な
る
べ
く
ス
カ
ー
ト
を
準
備
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２
）

【乳・子宮頸がん検診日程】

受
診
し
よ
う

　
乳
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
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○総＝総務企画課，○税＝税務会計課 , ○住＝住民生活課 ,
○農＝農林建設課 ,　○議＝議会事務局 , ○教＝教育委員会事務局

　
行
政
連
絡
員
は
、
各
行
政
区

と
村
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
で

す
。
村
か
ら
の
文
書
や
チ
ラ
シ

の
配
布
、
各
種
調
査
な
ど
の
取

り
ま
と
め
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
地
域

行
事
や
行
政
区
の
お
手
伝
い
を

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

行
政
連
絡
員
と

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

平成27年度行 政 区 行政連絡員 地域サポーター（所属課等）
瀬 月 内 桂 川 久 二 夫 中村　　学○総 桂川祐太郎○教
宇 堂 口 山 本　 繁 藏 大久保勝彦○議 山本　拓洋○税
泥 の 木 篠 山　 信 一 髙倉　孝一○住 篠山　　剛○農
平 　 内 本 地　 善 也 岩崎　一弘○農 舘　　伸幸○総
妻 の 神 山 下　 一 義 柳平　善行○農 觸澤　英之○農
戸 田 上 觸 澤　 正 身 中奥　達也○農 松浦　拓志○総
戸 田 下 宮　　 一 男 晴山美佐子○税 関端　祐介○農
戸田舘の下 馬 場　　 茂 岩崎　浩美○教
山 　 根 川 戸　 茂 男 上村　浩之○農 古舘　里美○住
荒 　 谷 小 笠 原 好 美 関口　猛彦○農 向井　祐貴○農
二 ツ 家 谷 地　 彦 二 上村　勝己○教 碓氷あかね○税
鹿 　 島 戸 花　 俊 幸 吉川清一郎○教 横井　俊祐○住
伊 保 内 上 小笠原賢次郎 古舘　英一○住 岩渕　信毅○税
伊 保 内 下 櫻 庭　　 孝 大向　一司○教 小野寺さゆり○総
川 　 向 川 畑　 勝 美 坂下　守男○議 下村　　明○総
南 　 田 髙 橋　 治 巳 杉村　幸久○住 下高山朋徳○農
小 　 倉 栗 谷 川 藤 雄 久保　太毅○農 櫻庭　和輝○農
長 興 寺 上 保 大 木 宏 次 川原　憲彦○総 中村　智子○農
長 興 寺 下 中 村　　 實 玉川　光彦○教 下川原美保子○農
大 　 向 近 藤　 秀 徳 下川原裕子○住
五 枚 橋 千 葉　　 進 細川　　忍○農 小野寺　隆○税
荒 　 田 細 山　 義 則 野辺地利之○住 及川　洋子○住
雪 　 屋 大 崎　 善 孝 小野寺　正○農
田 　 代 野 辺 地 康 勝 野辺地　実○税 和田沙耶香○住
柿 の 木 細 山　 武 志 坂野上克彦○総 南　　公太○住
江 刺 家 上 南 端　　 強 斉藤　　諒○住 上宿　智史○住
江 刺 家 下 中 山　 元 吉 山本　猛輝○農 河村　侑乃○住
道 　 地 桐 川　　 正 野辺地龍一○住 船山　信香○住
丸 木 橋 池 田　 一 男 佐藤　康輔○税 八重樫秀昭○総
山 　 屋 南　 雄 二 郎 浅水　　渉○農
細 　 屋 林　　 光 雄 大崎　篤史○総 笹山　　永○税

す
。
お
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

【
主
な
活
用
法
】

▽
地
域
行
事
へ
の
協
力
▽
自
治

会
総
会
資
料
作
成
な
ど
の
補
助

▽
地
域
か
ら
行
政
に
対
し
て
、

要
望
事
項
な
ど
担
当
機
関
へ
の

取
り
次
ぎ

４月７日に行われた行政連絡員会議

◎総務企画課地域振興班
主事補　八重樫  秀

ひで
昭
あき

（滝沢市）
「新天地では決意も新たに、皆様のお
役に立てるよう日々努力して参りた
いと思います。よろしくお願いします」

◎農林建設課地域整備班
主事補　櫻庭  和

かず
輝

き

（小倉）
「少しでも早く仕事に慣れ、村民の
皆様のお役に立てるよう頑張りま
す。これからよろしくお願いします」

◎税務会計課税務徴収班
主事補　山本  拓

たく
洋

み

（荒田）
「皆様のお役に立てるよう頑張り
ます。気軽にお声掛けしてくださ
い」

◎住民生活課保健衛生班
保健師　古舘  里

さと
美

み

（軽米町）
「村の皆さんがより健康に暮らせるよ
う、健康づくりのお手伝いをさせてい
ただきます。よろしくお願いします」

◎ひめほたるこども園
保育士　岩本  直

なお
樹

き

（二ツ家）
「九戸村の子どもたちの成長の手助
けをできるように、ご家族と連携を
取りながら頑張りたいと思います」

◎伊保内保育園
保育士　関畑  梢

こずえ

（南田）
「九戸村のために、子どもたちの
ために、一生懸命頑張りたいと思
います。よろしくお願いします」

新
採
用
職
員
を
紹
介

平
成
27
年
度
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平
成
15
年
度
に
は
３
１
５
人

あ
っ
た
村
消
防
団
の
団
員
数
は

年
々
減
少
が
続
き
、
26
年
度
に

は
２
６
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
団
員
に
占
め
る
被
雇
用

者
の
割
合
は
15
年
度
に
約
71
％

で
し
た
が
、
26
年
度
に
は
約

87
％
に
増
加
し
ま
し
た
。
団
員

の
お
よ
そ
９
割
が
い
わ
ゆ
る「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
団
員
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
日
の
昼
間
に
出

動
す
る
こ
と
が
可
能
な
団
員
数

は
約
半
数
ほ
ど
に
と
ど
ま
る
と

い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
消
防
団
員
は
、
火
災

時
の
消
火
活
動
を
は
じ
め
、
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
の
防
御
活
動
、
住
民
の
避
難

誘
導
と
い
っ
た
有
事
の
活
動
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ポ
ン
プ
操

法
訓
練
を
は
じ
め
と
す
る
「
い

ざ
と
い
う
と
き
」
の
た
め
の
訓

練
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
ま
す
。

　

機
能
別
団
員
は
、
通
常
の
消

防
団
員
と
し
て
の
経
験
が
５
年

以
上
あ
る
人
ま
た
は
そ
れ
と
同

等
の
経
験
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
人
の
中
か
ら
、
分
団
長
の
推

薦
に
基
づ
き
、
村
長
の
承
認
を

得
て
団
長
が
任
命
し
ま
す
。
た

だ
し
、
年
齢
は
お
お
む
ね
70
歳

未
満
と
し
て
お
り
、
任
期
は
２

年
で
す
。

　

機
能
別
団
員
は
、
各
分
団
当

た
り
３
名
を
上
限
と
し
て
置
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

必
ず
分
団
に
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
平
日
の
昼
間
に
対
応

　

機
能
別
団
員
に
は
、
年
額

１
万
円
の
団
員
報
酬
の
ほ
か

に
、
出
動
に
応
じ
て
支
給
さ

れ
る
「
出
動
手
当
」
が
支
払

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
出
動
中

に
け
が
な
ど
を
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
程
度
に
応
じ
て
公

務
災
害
補
償
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

機
能
別
団
員
制
度

村
消
防
団
が
本
年
度
か
ら
導
入

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
企
画
課
庶
務
財
政
班（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
１
６
７
）

こ
れ
に
対
し
て
、
機
能
別
団
員

の
職
務
は
、
①
火
災
消
火
活
動

に
当
た
る
団
員
の
後
方
支
援
活

動
、
②
災
害
警
戒
活
動
（
情
報

収
集
、　
避
難
誘
導
な
ど
）、
③

災
害
発
生
時
の
状
況
に
応
じ
た

活
動
の
３
つ
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
村
消
防
団
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
機
能
別
消
防
団
員
制
度
」

を
導
入
し
ま
す
。「
機
能
別
消
防
団
員
」
と
は
通
常
の
消
防
団
員
と

は
違
い
、
消
防
演
習
、
出
初
め
式
と
い
っ
た
式
典
や
ポ
ン
プ
操
法

訓
練
な
ど
の
訓
練
に
は
出
動
し
な
く
て
も
よ
い
団
員
で
、
主
に
火

災
や
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
限
っ
て
活
動
す
る
消
防
団
員
で
す
。

　
団
員
が
年
々
減
少
す
る
一
方
で
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
員
」
の

増
加
に
よ
っ
て
平
日
、
地
元
に
い
る
団
員
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、

特
に
平
日
昼
間
の
消
防
力
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
機
能
別
消
防
団
員
」
は
こ
う
い
っ
た
村
消
防
団
の
抱
え
る
弱
点

を
カ
バ
ー
す
る
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
地
域
の
防
災

体
制
の
要
と
し
て
、
今
後
も

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

機
能
別
団
員
は
、
消
防
団
活

動
の
補
完
的
役
割
を
持
つ
団

員
と
し
て
、
非
常
に
意
義
の

あ
る
取
り
組
み
だ
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
村
当
局
、
村

議
会
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
ふ
る
さ
と
九
戸
村
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に

団
員
一
丸
と
な
っ
て
精
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

川畑  勝美団長

活
動
は
？

定
員
は
？

任
命
は
？

待
遇
は
？

低
下
す
る

消
防
・
防
災
力

　
火
災
や
自
然
災
害
に
対
し
て
、

対
応
す
る
団
員
数
の
減
少
は
そ

の
ま
ま
消
防
・
防
災
力
の
低
下

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

消
防
団
と
し
て
は
、
通
常
通

り
の
活
動
を
す
る
団
員
の
確
保

を
第
一
と
し
な
が
ら
、
機
能
別

団
員
の
任
命
に
向
け
て
各
分
団

か
ら
の
推
薦
を
取
り
ま
と
め
て

い
き
ま
す
。　

で
き
る
団
員
数
な
ど
、
状
況

に
応
じ
て
分
団
で
必
要
か
ど

う
か
を
判
断
し
ま
す
。
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平
成
27
年
度
教
職
員
着
任
式

が
４
月
８
日
、
村
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

年
度
は
12
人
の
教
職
員
が
新
た

に
着
任
。
新
た
に
着
任
し
た
教

職
員
の
皆
さ
ん
は
気
を
引
き
締

め
た
表
情
で
式
に
臨
ん
で
い
ま

し
た
。
新
た
に
着
任
し
た
教
職

員
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
伊
保
内
小
学
校

上
野
妙た
え

子こ

（
教
諭
）、
須
藤
由
紀

子
（
教
諭
）、石
垣
修
一
（
教
諭
）、

小
原
祥
子
（
教
諭
）、
石
澤
田た

鶴つ

子こ

（
養
護
教
諭
）

▽
長
興
寺
小
学
校

古ふ
る

戸と

久
子
（
教
諭
）

▽
戸
田
小
学
校

髙
橋
節
夫
（
校
長
）、
田
村
千
代

子
（
養
護
教
諭
）

▽
山
根
小
学
校

住
田
真
由
美
（
教
諭
）

▽
江
刺
家
小
学
校

気
を
引
き
締
め
力
強
く
決
意

教
職
員
12
人
が
着
任

力強く決意を述べる、戸田小の髙橋節夫校長

小
田
島
誠
一
（
副
校
長
）、
上
森

奈
々
子
（
教
諭
）

▽
九
戸
中
学
校

伊
藤
諒り

ょ
う（
教
諭
）

　

岩
澤
ヒ
ロ
さ
ん
（
伊
保
内
上

＝
73
歳
）
が
公
衆
衛
生
事
業
功

労
者
と
し
て
３
月
19
日
、
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

岩
澤
ヒ
ロ
さ
ん
に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

公
衆
衛
生
活
動
に
28
年
間
尽
力

た
。

　

岩
澤
さ
ん
は
昭
和

62
年
か
ら
現
在
ま
で

約
28
年
間
、
村
保
健

推
進
員
協
議
会
の
会

長
と
し
て
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
向
上
に

尽
力
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

力
を
入
れ
、
医
療
機
関
周
辺
の

草
取
り
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
掃
除
、
入
所
者
の
衣
類
の

補
修
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
あ

ら
ゆ
る
村
民
の
暮
ら
し
と
健
康

を
第
一
に
考
え
、
地
域
に
密
着

し
た
地
道
な
公
衆
衛
生
活
動
が

た
た
え
ら
れ
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

岩澤ヒロさん（左）が五枚橋久夫
村長へ受賞の喜びを報告

　

第
25
回
村
明
る
い
選
挙
啓
発
習

字
コ
ン
ク
ー
ル
に
１
２
１
点
の
応

募
が
あ
り
、31
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬

称
略
・
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
）

■
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

　
小
沼
玖た

ま
慧え

（
山
根
小
４
年
）

■
村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会

長
賞　
大
久
保
美み
な
み海（
九
戸
中
２
年
）

■
優
秀
賞　
大
崎
春
奈
（
長
興
寺
小

２
年
）　
黒
澤
萌
（
伊
保
内
小
３
年
）

　

櫻
庭
貫
之
（
戸
田
小
４
年
）　

中

道
要
介
（
伊
保
内
小
５
年
）　

上
村

尚
輝
（
山
根
小
６
年
）　

和
田
奈
留

未
（
九
戸
中
２
年
）

◆
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
委
員
長
賞

◆
村
明
る
い
選
挙

　
推
進
協
議
会
会
長
賞

小
沼
玖
慧
さ
ん
の
作
品

大
久
保
美
海
さ
ん
の
作
品

明るい選挙啓発習字コンクール

　
委
員
長
賞

小
沼
玖
慧
さ
ん
の
作
品

　
推
進
協
議
会
会
長
賞

大
久
保
美
海
さ
ん
の
作
品

　

障
害
者
相
談
員
は
、
村
が
委

嘱
し
た
民
間
の
相
談
員
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
や
、
そ
の
家

族
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

け
付
け
て
、
問
題
解
決
の
た
め

の
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
の
相
談
員
は
、
下
記

の
皆
さ
ん
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

■
身
体
障
害
者
相
談
員

　
⃝
滝
本
た
け
（
戸
田
上
）

☎
43-

２
８
４
９

　
⃝
平
中
昭
夫
（
荒
谷
）

☎
42-

３
４
３
７

　
⃝
池
田
武
雄
（
丸
木
橋
）

☎
42-

３
７
８
３

■
知
的
障
害
者
相
談
員

　
⃝
柾
本
啓
子(

伊
保
内
下)

☎
42-

２
４
３
７

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

障
害
者
相
談
員
を
紹
介
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納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

損
す
る
こ
と
ば
か
り

　

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め

な
か
っ
た
場
合
、
年
９
・
１
％

の
割
合
で
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
銀
行
な
ど
で
お

金
を
借
り
る
よ
り
も
高
い
率
で

す
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

た
人
と
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、

延
滞
金
を
含
め
た
滞
納
税
額
は
、

滞
納
処
分
に
よ
っ
て
強
制
的
に

徴
収
さ
れ
ま
す
。
こ
の
結
果
、

経
済
的
な
不
利
益
を
負
う
だ
け

で
な
く
、
社
会
的
信
用
も
失
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

滞
納
処
分
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１
：
財
産
調
査
や
滞
納
処
分

は
、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と

な
く
実
施
で
き
る
の
で
す
か
？

Ａ
：
可
能
で
す
。
国
や
地
方
公

共
団
体
が
自
力
で
租
税
な
ど
の

債
権
回
収
を
で
き
る
自
力
執
行

権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２
：
分
納
は
ど
の
く
ら
い
の

金
額
か
ら
可
能
で
す
か
？

Ａ
：
基
本
的
に
は
一
括
で
の
完

納
が
前
提
で
あ
り
、
で
き
な
い

場
合
は
、
本
人
が
来
庁
の
上
、

納
税
相
談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

分
納
額
が
滞
納
額
に
見
合
わ
な

い
場
合
は
、
債
権
の
確
保
を
目

的
と
す
る
差
し
押
さ
え
を
実
施

し
ま
す
。

Ｑ
３
：
延
滞
金
の
計
算
方
法

は
？

Ａ
：
延
滞
金
と
は
、
公
平
性
を

保
つ
た
め
に
、
遅
延
し
た
税
額

お
よ
び
期
間
に
応
じ
て
課
せ
ら

れ
る
も
の
で
す
。
延
滞
金
の
金

額
は
、
原
則
本
税
の
納
期
限
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
、
本
税
が

完
納
す
る
日
ま
で
の
日
数
に
応

じ
て
、
未
納
の
税
額
に
年
９
・

１
％
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し

　
納
税
は
憲
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
国
民
の
義
務
で
す
。

　
村
で
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
貴
重
な
税

金
を
財
源
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
九
戸
村
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
も
、
村
税
の

納
期
限
内
納
付
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
！

　

村
税
の
納
付
に
は
、
便
利

な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
納

期
ご
と
に
金
融
機
関
な
ど
へ

出
掛
け
る
手
間
が
無
く
な
り
、

う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。
手
続
き
は

簡
単
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
方
法

　

口
座
振
替
依
頼
書
と
預
金

通
帳
、
届
出
印
を
お
持
ち
に

な
り
、
金
融
機
関
の
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
役

場
や
村
内
の
各
金
融
機
関
の

窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
取
り
扱
い
は
、

申
し
込
み
さ
れ
た
月
の
翌
月

か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
一
度
手
続
き
を
す
る
と
、

解
約
な
ど
の
届
け
出
を
し
な

い
限
り
、
翌
年
度
以
降
も
自

動
継
続
と
な
り
ま
す
。

■
取
り
扱
い
金
融
機
関

○
岩
手
銀
行

○
新
岩
手
農
業
協
同
組
合

○
盛
岡
信
用
金
庫

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

税金を納めてつくろう　明るい未来

納
税
は
忘
れ
ず
納
期
限
内
に
！
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督
促
状
に

要
注
意
！

　

納
期
限
ま
で
に
納
税
さ
れ
な

い
場
合
、
国
税
徴
収
法
の
規
定

に
よ
り
、
督
促
状
を
発
し
た
日

か
ら
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で

に
完
納
し
な
け
れ
ば
、
財
産
を

差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
は
厳
し
い
経

済
状
況
の
中
で
も
、
納
期
限
内

に
納
税
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
経
済
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
納
め
な
い
人
や
、
滞
納
額
が

累
積
し
高
額
と
な
っ
て
い
る
滞

納
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

村
で
は
、
こ
の
よ
う
な
滞
納

者
に
対
し
て
、
滞
納
処
分
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

納
期
限
内
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
相
談
を

　

失
業
や
家
族
の
病
気
な
ど
、

特
別
な
事
情
に
よ
っ
て
納
期
限

ま
で
に
税
金
を
納
め
る
こ
と
が

難
し
い
と
き
は
、
必
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
分
割
納
付
や
猶
予

を
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

仕
事
の
都
合
な
ど
で
、
や
む

を
得
ず
平
日
の
時
間
内
（
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
）

に
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人
は
、

事
前
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

時
間
外
（
午
後
５
時
30
分
以
降
）

で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
２
３
３
）

た
金
額
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
４
：
延
滞
金
を
ま
け
て
ほ
し

い
の
で
す
が
…

Ａ
：
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
破

産
決
定
を
受
け
た
人
で
あ
っ
て

も
、
租
税
に
つ
い
て
は
非
免
責

債
権
の
一
つ
と
し
て
免
責
さ
れ

ま
せ
ん
。

Ｑ
５
：
国
民
健
康
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
る
と
、
ど
の
よ
う
な

処
分
に
な
る
の
で
す
か
？

Ａ
：
滞
納
処
分
の
ほ
か
、
通
常

の
保
険
証
の
代
わ
り
に
有
効
期

限
２
カ
月
の
短
期
被
保
険
者
証

が
発
行
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
滞

納
を
放
置
し
続
け
た
場
合
に
は
、

被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
だ
け
の
資
格
証
明
書
に
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
医
療
費

は
一
旦
、
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

Ｑ
６
：
多
額
の
負
債
が
あ
る
の

で
す
が
、
納
税
の
際
に
考
慮
し

て
く
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
：
原
則
、
考
慮
で
き
ま
せ
ん
。

納
税
相
談
は
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
際
は
負
債
を
証

明
す
る
書
類
（
通
帳
、
契
約
書

な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
岩
手
県
地
方
税
特
別
滞
納
整

理
機
構
へ
の
移
管

　

村
の
納
税
催
告
に
応
じ
な
い

高
額
滞
納
者
に
つ
い
て
、
滞
納

整
理
機
構
に
事
務
が
移
管
さ
れ

ま
す
。
事
務
局
は
岩
手
県
庁
内

で
す
。

　

機
構
で
は
、
法
律
に
基
づ
い

て
財
産
調
査
や
捜
索
、
差
し
押

さ
え
、
公
売
を
専
門
的
に
行
い

ま
す
。

財産区分 26年度件数 前年度件数 比 較 増 減

不動産の差し押さえ ０件 ３件 △３件

預金の差し押さえ ３０件 ５件 ２５件

給料の差し押さえ ０件 ０件 ０件

国税還付金の差し押さえ １１件 ５件 ６件

その他の債権の差し押さえ ９件 ７件 ２件

捜索（家財、装飾品などの動
産の差し押さえ） １件 ０件 １件

不動産公売 １件 ２件 △１件

合　計 ５２件 １９件 ３３件

平成26年度
村税滞納処分件数
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

自転車の安全な乗り方について学ぶ江刺家小学校の児童たち

きちんと手を上げて、横断歩道を渡
る練習をする江刺家小児童

自転車に乗り、難しい８の字走行
を練習

一糸乱れぬ歩調で力強く行進し、４連覇を成し遂げた第14分団

村消防団が規律訓練大会
第 14 分団が４連覇達成
　村消防団訓練大会の規律訓練礼式の部は４月19日、伊
保内小学校校庭で開かれました。春らしい天気にも恵まれ
たこの日は、部隊訓練において各分団ごとに優勝を争いま
した。村内15分団は指揮者の号令の下、節度あるきびき
びとした動きを見せ、統制の取れた部隊訓練を披露。一糸
乱れぬ動作で威風堂々と行進していました。競技の結果、
第14分団が優勝を飾り４連覇を達成。第２位は第15分団、
第３位は第１分団となりました。

前教育長・千葉利夫さんが本 27冊を寄贈
豊かな感性の醸成を期待
　前教育長の千葉利夫さん（伊保内上＝68歳）が平成27年
３月、村公民館へ図書27冊を寄贈しました。本に触れる機会
を増やしてほしいという願いから、村へ本を寄贈。千葉さん
は「一人でも多くの人が読書をすることにより、感性豊かな
心を育ててほしい。本に親しむことで確かな学力を培い、豊
かな地域づくりにつながることを期待します」と話していま
した。第49回書店新風賞特別賞を受賞した「紙つなげ！彼ら
が本の紙を造っている」を含む、寄贈された27冊の本は村公
民館図書室にありますので、ぜひご利用ください。

村公民館へ27冊の本を寄贈した千葉利夫さん

小中学校で交通安全教室
手を上げて  きちんと確認  右左右
　４月15日～24日にかけて村内の小中学校で交通安全教室
が行われました。江刺家小学校では16日に行われ、１・２年
生は横断歩道の正しい渡り方について学びました。今春入学
した、新１年生も警察署員や先生の指導を受けながら、横断
歩道の渡り方を確認。実際に学校入り口の国道へ出て、左右
から来る車の確認方法などを学びました。３～６年生は自転
車の乗り方を学習。村交通指導員の指導の下、手信号の出し
方や交差点での自転車の運転方法を確認しました。七戸祐太
君（江刺家小３年）は「信号機をきちんと確認して、車に気
を付けて渡るようにしたい」と話していました。
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先生に呼名され、元気に返事をする長興寺小学校の新入生

村交通指導員の指導を受けながら、

自転車で曲がるときは、手信号を出
して曲がることを確認

黄色い羽根を手渡し、交通事故防止を呼び掛けました

黄色い羽根を小学校前で配布
元気に誓う交通安全
　黄色い羽根の配布が４月８日、各
小学校前で行われました。朝の最低
気温が氷点下にもなった肌寒い中、
江刺家小学校前では登校してくる児
童たちが寒さをものともせず、大き
な声で「おはようございます」と元
気にあいさつ。　
　村交通安全母の会連合会や村交通
指導員の皆さんが江刺家小学校入り
口の交差点において、黄色い羽根を
児童一人一人に手渡しました。児童
たちは「ありがとうございます。車
に気を付けます」と元気な声で交通
安全を誓っていました。

雨の中、手塩にかけて育てたべごの順位を競いました

村Ｂ＆Ｗショウに 26頭
自慢のべごの品位を競う
　村酪農改良同志会主催の村Ｂ＆Ｗショウが４月11日、旧戸田
中学校裏で行われました。開会式では下川原龍則会長が「10月
に予定されているホルスタイン共進会全国大会には九戸村からも
出場できるように頑張っていきましょう」とあいさつ。この日は、
あいにくの雨にもかかわらず、月齢別６部門に26頭が出品され、
乳房の張り具合や体全体の鋭角性などによって優劣を競いまし
た。審査の結果、未経産の部では欠端信雄さん、経産の部では田
澤太朋さんの出品牛がグランドチャンピオンに輝きました。

長興寺小学校に８人入学
期待を胸に目を輝かせ
　村内５つの小学校で４月７日、入学式が行われました。
長興寺小学校では８人が新たに入学。式では門ノ沢邦夫校
長が「元気な返事と元気なあいさつができるように心掛け
ましょう」と歓迎。新入生は担任の先生から名前が呼ばれ
ると、元気よく返事をしていました。保護者や招待者が見
守る中、新入生は新たに始まる学校生活へ期待に胸を膨ら
ませ、生き生きと目を輝かせていました。式の後には、在
校生34人が音読や音楽に合わせたリズム縄跳びなどで新
入生の仲間入りを祝福しました。
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村
体
育
協
会
で
表
彰
状
贈
呈

ス
ポ
ー
ツ
賞
に
６
人
輝
く

地
域
安
全
推
進
員
へ
辞
令
交
付

住
み
よ
い
村
へ  

決
意
新
た
に

　
村
地
域
安
全
推
進
員
辞
令
交
付

式
が
４
月
１
日
、
役
場
第
２
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
推
進
員
６

人
の
内
、
４
人
が
出
席
し
、
五
枚

橋
久
夫
村
長
か
ら
辞
令
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。五
枚
橋
村
長
は「
地

域
ぐ
る
み
で
明
る
く
住
み
よ
い

村
の
建
設
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
推
進
員
の
皆

さ
ん
は
気
を
引
き
締
め
、
安
全
な

村
づ
く
り
に
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

犯罪のない村へ意欲を高める地域安全推進員

　
く
の
へ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
営
業
が
４
月
10
日
か

ら
開
始
さ
れ
、
オ
ー
プ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
例
年
よ
り
半
月
ほ

ど
早
い
オ
ー
プ
ン
と
な
っ

た
こ
の
日
は
、
小
春
日
和

に
も
恵
ま
れ
絶
好
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
愛
好
家

１
０
０
人
が
久
し
ぶ
り
の

プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

久しぶりのプレーを楽しむ参加者

パークゴルフ場オープン  
　

参
加
し
た
山
本
義
衛
さ
ん
（
川

向
＝
77
歳
）
は
「
起
伏
が
あ
り
、

歩
く
の
が
大
変
だ
が
シ
ー
ズ
ン
券

も
買
っ
て
、
プ
レ
ー
す
る
の
が
楽

し
み
」
と
笑
っ
て
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
地
元
産
の
鶏
肉

や
餅
せ
ん
べ
い
な
ど
も
無
料
で
振

る
舞
わ
れ
、
お
腹
も
心
も
満
た
さ

れ
た
様
子
で
プ
レ
ー
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

１歳のお誕生日おめでとう☆

◉６月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を大募集！！ご希
望の方は５月 11 日（月）までに、写真（データも可）を
広報担当（☎ 42-2111 内線 168）までお持ちください。

三春　伊
い

織
おり

くん
５月23日生まれ／川向

（父）寿一さん（母）千枝子さん

「元気に育ってください。」
父・母より

安堵城　奈
な

桜
お

ちゃん
５月２日生まれ／伊保内上
（父）徳明さん（母）紗織さん

「お姉ちゃんに負けないくらい元気
に大きくなろうね。」父・母より

　

平
成
26
年
度
冬
季
村

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞

に
６
人
が
選
ば
れ
、
３

月
24
日
に
村
教
育
委
員

会
教
育
長
室
で
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
皆
さ
ん
と
主

な
功
績
を
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
・
学
校
・

学
年
は
受
賞
時
）

■
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手

賞▽
橋
場
豊
一
（
み
ち
の
く
ア
ー

ム
レ
ス
リ
ン
グ
軽
米
支
部
）
＝

第
13
回
ア
ジ
ア
オ
ー
プ
ン
ア
ー

ム
レ
ス
リ
ン
グ
仙
台
大
会
シ
ニ

ア
男
子
ラ
イ
ト
ハ
ン
ド
55
㎏
級

第
３
位

▽
浅
水
洸ひ

ろ

佳か

（
日
本
女
子
体
育

大
学
１
年
）
＝
第
88
回
全
日
本

学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
女
子

２
部
Ｓ
Ｌ
第
６
位

▽
下
川
原
涼
太
（
九
戸
中
２
年
）

＝
第
51
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
Ｇ
Ｓ
第
８
位

■
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▽
小
野
寺
琢
也
（
ス
キ
ー
協
会
）

＝
第
２
回
岩
手
県
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
技
術
選
手
権
大
会
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
一
般
男
子
第
３
位

▽
宮
川
楽
斗
（
九
戸
中
２
年
）

＝
平
成
26
年
度
岩
手
県
中
学
校

新
人
大
会
柔
道
競
技
男
子
個
人

55
㎏
級
第
３
位

▽
森
美
沙
希
（
九
戸
中
１
年
）

＝
第
38
回
岩
手
県
中
学
校
ス

キ
ー
ア
ル
ペ
ン
競
技
記
録
会
女

子
Ｓ
Ｌ
第
２
位
（
１
年
生
の
部
）

スポーツ賞に輝いた皆さん。前列左から森さん、宮川君、下川原君、
後列左から橋場さん（代理）、浅水さん（代理）、小野寺さん
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我が

武む

者し
ゃ

羅ら

に
生
き
て
八や

十そ

路じ

や
朧
お
ぼ
ろ
め
く

人
生
の
終
盤
語
る
月
朧

お
ぼ
ろ

田
村　

畦
畔

子
等
待
て
り
今
年
も
送
る
蓬
餅

ふ
る
さ
と
の
歴
史
ひ
も
と
く
春
炬こ

た
つ燵

春
の
水
溢
れ
て
流
る
小ち

さ
き
沢

ひ
さ
し
ぶ
り
同
僚
元
気
花
の
宿

渡　

赤
藤

花
曇
り
主
婦
の
休
日
手
に
余
る

四
季
巡
り
心
も
ま
る
く
蓬
餅

鯖
を
買
う
老
い
予
防
と
は
売
り
上
手

初
わ
さ
び
チ
ャ
イ
ム
と
共
に
届
き
た
る櫻

庭　

義
也

子
牛
等
の
ひ
し
め
く
荷
台
花
曇
り

色
も
香
も
わ
が
家
こ
だ
わ
る
蓬
餅

き
の
う
三
つ
明
け
て
数あ

ま
た多
や
花
辛こ
ぶ
し夷

初
競
り
や
八
十
翁
の
恵
比
寿
顔

菅
野　

岑
子

着
ぶ
く
れ
し
影
丸
々
と
つ
い
て
来
る

一ひ

ト 

部
屋
に
足
り
る
生く
ら
し活
や
春
隣

冬
ぬ
く
き
こ
と
に
不
安
の
少
し
あ
り

遠
の
い
て
行
く
面
影
よ
春
寒
し

冬
部　

雪
女

蓬
よ
も
ぎ
餅
供
え
追
憶
し
き
り
な
る

春
し
ゅ
ん
み
ん眠
や
頭
に
馴
染
む
蕎そ

麦ば

枕

子
は
村
の
宝
な
り
け
り
若
葉
光

春
の
句
座
牛
飼
い
の
話
盛
り
あ
が
る

高
島
ふ
み
女

雨
傘
の
ス
テ
ッ
キ
代
り
花
曇
り

薄
皮
の
焼
き
膨
れ
た
る
よ
も
ぎ
餅

舘
村　

青
村

穏
や
か
な
九
戸
盆
地
や
花
曇
り

産う
ぶ

土す
な

の
野
辺
の
香
り
や
蓬
餅

日
当
り
の
小こ

薮や
ぶ

ピ
イ
チ
ク
鳥
交さ
か

る

粛
し
ゅ
く
し
ゅ
く
粛
と
山
気
に
開
く
辛
夷
か
な

【
三
月
席
題
詠
よ
り
】

天
恵
の
色
の
あ
ま
ね
く
里
の
春　
　
　
（
雪　

女
）

禅
僧
の
黙
礼
深
き
彼
岸
晴

里
は
今
風
と
香
り
と
春
の
色　
　
　
　
（
赤　

藤
）

孫
を
買
う
婆
の
両
手
に
つ
く
し
ん
ぼ

妻
眠
り
嫁
も
眠
り
て
春
炬こ

た
つ燵　
　
　
　
（
義　

也
）

風
光
る
子
供
等
祝
う
古
稀
と
喜
寿　
　
（
畦　

畔
）

春
色
や
孫
は
元
気
に
産
声
を

春
色
や
ひ
た
す
ら
励
む
婚
活
え　
　
　
（
ふ
み
女
）

待
ち
針
を
追
い
つ
つ
日
永
針
進
め

産
土
へ
飛
翔
必
死
に
鳥
帰
る　
　
　
　
（
青　

村
）

一
望
の
目ま

映ば
ゆ

い
程
に
春
の
色

舘
本 

ト
ワ
さ
ん（
戸
田
下
）

大
正
８
年
７
月
２
日
生
・
95
歳

◆
趣
味
は
？　
毎
週
木
曜
日
、
村
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
薬
湯
風
呂
は
欠
か
さ
な

い
。
友
達
と
話
す
の
も
楽
し
み
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
散
歩
が
元
気

の
秘
け
つ
。
３
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
毎
日

40
分
ぐ
ら
い
歩
い
て
い
た
。
最
近
も
天
気

の
い
い
日
は
散
歩
を
し
て
い
る
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
娘
が
作
る
ご

は
ん
が
楽
し
み
。特
に
春
巻
き
が
大
好
物
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
旅
行
に
連
れ

て
い
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
思
い
出
深

い
。

橘
た
ち
ば
な　
由ゆ

紀き

子こ

さ
ん

43
歳
・
川
向

◆
趣
味
・
特
技
は
？　
雑
貨
や
服
の
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
。
子
ど
も
が
着
る
服
の
大
半
は

手
づ
く
り
の
服
を
作
っ
て
あ
げ
て
い
た
。

◆
休
み
の
日
に
は
？　
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

（
皮
小
物
）
を
作
る
こ
と
が
多
い
。
ブ
ロ
グ

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
が
き
っ
か
け
で
東
京

や
神
奈
川
に
も
出
品
し
て
い
る
。

◆
楽
し
み
は
？　
多
肉
植
物
を
使
用
し
た

花
の
プ
ラ
ン
タ
づ
く
り
に
は
ま
っ
て
い
る
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
審
査
が
厳
し
く
、
全

国
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
る
、
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
場
す
る
こ
と
が
夢
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
で
、

自
分
の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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２
０
１
６
希
望
郷
い
わ
て
国
体
九
戸
村

実
行
委
員
会
（
会
長
・
五
枚
橋
久
夫
九
戸

村
長
）
の
第
２
回
総
会
は
３
月
24
日
、
九

戸
村
公
民
館
に
委
任
状
を
含
む
37
人
が
出

席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
五
枚
橋
村
長
が
「
ス
ポ
ー

ツ
の
日
常
化
を
推
進
し
な
が
ら
、
協
働
の

力
に
よ
り
準
備
を
進
め
て
行
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
諸
報
告
の
後
、
議
案
４
件
を

審
議
し
て
事
業
や
予
算
、
国
体
準
備
の
基

本
方
針
を
定
め
た
総
合
計
画
の
ほ
か
、
総

務
企
画
、
競
技
式
典
、
宿
泊
衛
生
、
輸
送

交
通
警
備
の
四
つ
の
専
門
委
員
会
を
設
置

し
、
国
体
成
功
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

４
専
門
委
員
会
を
設
置
し
準
備
推
進

　
　
　
　
希
望
郷
い
わ
て
国
体
九
戸
村
実
行
委
員
会
が
総
会

専
門
委
員
会
の
設
置
な
ど
を
決
定
し
た

希
望
郷
い
わ
て
国
体
九
戸
村
実
行
委
員
会
の
総
会

　
希
望
郷
い
わ
て
国
体
岩
手
県
実

行
委
員
会
が
開
催
し
た
「
い
わ
て

の
恵
で
〝
お
も
て
な
し
〞
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
、
本
村
の
山
本
美

希
さ
ん（
山
根
）が
応
募
し
た「
ち

ま
き
de
甘
茶
」
が
主
食
の
部
で
銀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
国
体
で

訪
れ
る
選
手
等
を
本
県
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
で
お
も
て
な
し
す
る
こ
と
が

目
的
。
入
選
し
た
「
ち
ま
き
de
甘
茶
」
は
、

粉
末
に
し
た
甘
茶
と
佐
助
豚
の
焼
豚
を
使

用
し
、
甘
み
の
あ
る
ち
ま
き
の
中
に
、
大

き
め
に
角
切
り
に
し
た
焼
豚
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

入
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

山
本
さ
ん
は
、
盛
岡
市
生
ま
れ
。
嫁
い

で
来
た
九
戸
村
に
も
全
国
に
誇
れ
る
も
の

が
あ
る
と
の
思
い
か
ら
、
甘
茶
を
使
っ
た

料
理
を
出
品
。「
甘
茶
で
全
国
か
ら
訪
れ
る

人
を
迎
え
た
い
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。「
ち
ま
き
de
甘
茶
」
の
レ
シ
ピ

等
に
つ
い
て
は
、
後
日
あ
ら
た
め
て
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

銀賞に選ばれた本村の甘茶を
使用した「ちまき de甘茶」

達増拓也知事から賞状を受け取る山本美希さん

　

三
回
目
と
な
る
九
戸
村
芸
術
文
化
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
事
業
は
３
月
22
日
、
親
子

連
れ
な
ど
10
人
が
参
加
し
て
書
道
展
と
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
一
行
は
、
ま
ず
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
を
鑑
賞
し
に
、
盛
岡
市
子
ど
も
科
学
館

へ
。
当
日
の
夜
空
を
テ
ー
マ
と
し
た
天
体

シ
ョ
ー
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
見
入
っ
て

し
ま
い
投
影
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
持
参

し
た
お
弁
当
を
食
べ
、サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

を
見
学
し
、
岩
手
県
小
中
高
校
書
写
書
道

展
が
開
か
れ
て
い
る
岩
手
県
民
会
館
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

　

書
道
展
で
は
、
応
募
総
数
６
万
５
４

５
２
点
の
中
か
ら
入
賞
し
た
５
８
９
１
点

の
力
作
を
展
示
。
参
加
者
は
、
主
催
者
で

あ
る
岩
手
県
書
写
書
道
教
育
研
修
会
の
八

木
橋
哲
男
会
長
か
ら
作
品
の
説
明
と
、「
漢

字
を
上
手
に
書
く
に
は
、
偏
と
つ
く
り
の

譲
り
合
い
が
大
切
」「
手
本
を
見
て
正
し
い

文
字
を
書
い
て
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、
書
道
に
取
り
組
む
気
持
ち
を
あ
ら

た
に
し
て
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
書
道
展
を
鑑
賞

八木橋哲男会長（左から２番目）から
作品の説明を受ける参加者

「
甘
茶
」
で
〝
お
も
て
な
し
〞

山
本
さ
ん
が
銀
賞
に
輝
く

芸術文化プラットホーム事業
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

九
中
高
校

九内
九保
九伊

九 中学 校九中九戸九九❖ 今月のおすすめ図書Books

　悲しき報復を描く警察小
説。この告発には裏がある。
妻を亡くした刑事と、組織か
ら見捨てられた男。失意に沈
む２人が直面するのは…。唯
一の肉親である一人娘が拉致
され、事件は意外な方向へ展
開していく。

　お父さんと、お化け屋敷に
行く約束をしていたひろと。
ところがその日の朝になって
お父さんに急な仕事が入り、
行くことができなかった。だ
けど、ひろとは親友のとおる
君に「行ってきた」とうそを
ついてしまった…。

内通者
堂場　瞬一　著／朝日新聞出版

吉野  弘  詩集
吉野　弘　著／ハルキ文庫

ふたつのゆびきりげんまん
そうまこうへい　作／小峰書店

　第152回直木賞受賞作！
1977年５月、圷歩（あく

サラバ！（上、下）
西　加奈子　著／小学館

　社会のありさまや働き
人の暮らし、家族の営みや
自然の移り変わりを、日々
を生きる者の飾らないま
なざしでとらえ、深く柔ら
かくそしてユーモラスに
練り上げた言葉で歌う詩
人・吉野弘。

　

今
年
も
新
入
生
を
迎
え
、
毎

年
恒
例
の
新
入
生
宿
泊
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
２
年
前
の『
伊

保
内
高
校
は
変
わ
り
ま
す
』
の

宣
言
通
り
、
こ
の
研
修
も
今
回

か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
こ
れ
は

人
間
関
係
を
学
ぶ
体
験
学
習
の

こ
と
で
、
必
ず
求
め
ら
れ
る
の

が
一
人
一
人
の
発
言
と
、グ
ル
ー

プ
と
し
て
の
協
力
で
す
。

　

最
初
は
み
ん
な
不
安
そ
う
な

顔
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々

に
笑
顔
に
な
り
、
み
ん
な
で
話

し
合
い
、
協
力
す
る
よ
う
に
…
。

そ
し
て
仕
上
げ
に
伊
保
内
高
校

で
何
を
頑
張
り
た
い
の
か
、
そ

れ
ぞ
れ
が
公
約
を
書
き
上
げ
、

AKB48

の
曲
「
心
の
プ
ラ
カ
ー

ド
」
がBGM

に
流
れ
る
ビ
デ

オ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

新
入
生
と
３
年
間
一
緒
に
頑

張
ろ
う
と
心
を
新
た
に
す
る
研

修
で
し
た
。

つあゆむ）はイランで生
まれた。イラン革命の後、
しばらく大阪に住んだ彼
は小学生になり今度はエ
ジプトへ向かう。後の人
生に大きな影響を与える
出来事が待ち受けている
事も知らずに…。

転入した教職員の皆さん

生徒146人で新年度スタート

新たな決意を仲間と共に

教
育
相
談
担
当　

大
家　

歩　

心
の
プ
ラ
カ
ー
ド

　

九
戸
中
学

校
は
平
成
27

年
度
、
生
徒

１
４
６
人
、

教
職
員
23
人

で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

本
年
度
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は

「
人
を
い
た

わ
る
」。

　

始
業
式
の

式
辞
で
中
田

隆
一
校
長
は
「
心
を
育
て
よ
う
」

と
話
し
ま
し
た
。
教
職
員
23
人
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
頑

張
り
ま
す
。

【
転
入
し
た
先
生
】

伊
藤
　
諒り
ょ
う（
写
真
・
右
）

教
諭　
英
語　
新
規
採
用

菅
原
千
枝
子
（
右
２
）

生
活
サ
ポ
ー
ト
・
数
学　
浄
法
寺
中
よ
り

荒
木
裕
之
（
左
２
）

主
任
事
務
主
査　
江
刺
家
小
よ
り

福
田
依え

里り

（
左
）

講
師　
英
語　
金
田
一
中
よ
り

【
転
出
し
た
先
生
】

佃つ
く
だ　
智
之
　
教
諭　
滝
沢
南
中
へ

下
田
　
直
美
　
講
師　
一
戸
中
へ

浅
水
　
香
織
　
主
事　
大
野
中
へ

荒
木
眞
智
子
　
生
活
サ
ポ
ー
ト

軽
米
中
へ



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

国
保
だ
よ
り
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４
月
に
な
り
、
新
し
い
年
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。
九
戸
村
で
は
、
毎
年
４
月

か
ら
各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
本
年
度
は
、

胃
が
ん
検
診
（
４
月
13
日
〜
19
日
）

婦
人
検
診
（
５
月
13
日
、
14
日
、
24
日
）

大
腸
が
ん
検
診
（
６
月
23
日
〜
26
日
）

の
日
程
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
し

た
が
、「
申
し
込
み
し
忘
れ
て
た
け
ど
、

受
け
た
い
」「
受
け
な
い
と
申
し
込
ん
だ

が
、
や
っ
ぱ
り
受
け
た
い
」
と
い
う
人

は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
当
日
ま
で
申
し
込
み
可
能
で
す
。

　

さ
て
、
検
診
を
受
け
て
１
カ
月
ほ
ど

経
っ
た
頃
に
皆
さ
ん
の
手
元
に
結
果
通

知
が
届
き
ま
す
。「
異
常
な
し
」
の
文
面

を
見
て
安
心
す
る
人
が
大
半
だ
と
思
い

し
っ
か
り
受
け
よ
う
、
精
密
検
査

ま
す
が
、
中
に
は
「
要
精
密
検
査
」「
要

受
診
」
と
書
か
れ
た
結
果
が
届
く
人
も

い
ま
す
。
そ
の
と
き
、
あ
な
た
な
ら
ど

う
し
ま
す
か
？

　

が
ん
検
診
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
病

気
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。「
要
精
密
検
査
」
と
は
、「
が
ん
の

疑
い
を
含
め
、
異
常
（
病
気
）
が
あ
り

そ
う
」
と
判
断
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
詳
し
い
検
査
に
よ
っ
て
、
本
当
に

が
ん
で
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
精
密
検
査
の
結
果
、
が

ん
以
外
の
病
気
と
診
断
さ
れ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
不
必
要
に
怖
が

ら
ず
に
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
万
が
一
検
診
で
が
ん
が
見
つ

か
っ
た
場
合
で
も
、
初
期
が
ん
で
あ
る

こ
と
が
大
半
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
よ
っ
て
治
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
早
め
に
治
療
を
開
始
す
れ

ば
、
心
身
も
医
療
費
も
負
担
が
少
な
く

済
み
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
受
け
た
検
診
を
無
駄
に
し

な
い
よ
う
、「
要
精
密
検
査
」
に
な
っ
た

ら
必
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
て
精
密
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師　
河
村　
侑
乃
）

　

村
で
は
、
医
療
費
助
成
を
次
の
通
り

行
っ
て
い
ま
す
。

■
受
給
者
証
の
交
付
が
あ
る
人

区
分

対
象
者

乳
幼
児

就
学
前
の
乳
幼
児

妊
産
婦

妊
婦
５
月
の
初
日
か
ら
出

産
の
翌
月
末
日
ま
で
の
人

重
度

心
身

障
害
者

（
児
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、

２
級
の
人

②
特
別
児
童
扶
養
手
当
１

級
の
人

③
障
害
者
基
礎
年
金
１
級

の
人

④
療
育
手
帳
Ａ
の
人

ひ
と
り

親
家
庭

①
配
偶
者
の
な
い
人
で
、

18
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養

す
る
人
お
よ
び
そ
の
扶
養

を
受
け
る
18
歳
未
満
の
児

童②
父
母
の
い
な
い
18
歳
未

満
の
児
童

※
18
歳
未
満
児
童
と
は
、

18
歳
に
達
す
る
年
度
の
３

月
末
日
ま
で
の
人

老
人

68
、
69
、
73
、
74
歳
の
人

で
窓
口
負
担
が
２
割
で
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

に
加
入
し
て
い
な
い
人（
村

外
医
療
機
関
の
外
来
分
は

対
象
外
）

○

転
出
や
死
亡
な
ど
で
資
格
を
失
っ
た

と
き
に
は
、
役
場
に
返
還
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○

対
象
者
で
も
、
所
得
制
限
を
超
過
し

て
い
る
人
に
は
受
給
者
証
は
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
役
場
窓
口

に
領
収
書
を
持
参
し
て

申
請
す
る
こ
と
で
、
自

己
負
担
額
が
補
助
さ
れ

ま
す
。

■
受
給
者
証
の
交
付
が
な
い
人

区
分

対
象
者

小
学
生・

中
学
生

小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒

高
校
生

な
ど

15
歳
に
達
す
る
日
以
後
最

初
の
４
月
１
日
か
ら
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
人

寡
婦

寡
婦
と
な
っ
た
日
の
属
す

る
月
の
初
日
か
ら
70
歳
に

達
す
る
月
の
末
日
ま
で
の

間
に
あ
る
人
（
村
外
医
療

機
関
の
外
来
分
は
対
象
外
）

○

役
場
窓
口
で
領
収
書
を
添
付
し
申
請

す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担
相
当
額
が
補

助
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
助
成
制
度
を
紹
介



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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春
の
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥

し
、
風
の
強
い
日
が
多
く
な
り
火

災
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

野
焼
き
な
ど
を
行
う
と
き
は
、

火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
、

火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
乾
燥
注
意
報
や

強
風
注
意
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る

と
き
は
、
野
焼
き
を
行
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

村内の火災・救急（３月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0件 0件 － 3件
救 急 30 件 83 件 ＋11件

無
防
備
な　
心
に
火
災
が　
か
く
れ
ん
ぼ

守
り
活
動
が
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●

歩
き
な
が
ら
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
た
り
通
話
な
ど

を
し
て
い
る
と
、
不
審
者
な
ど
の
接

近
に
気
付
く
の
が
遅
れ
、
犯
罪
被
害

や
交
通
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま

す
の
で
、
歩
き
な
が
ら
の
使
用
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

●

県
内
で
は
、
住
宅
に
入
ら
れ
て
泥

棒
の
被
害
に
遭
っ
た
際
に
鍵
を
掛
け

て
い
な
か
っ
た
割
合
は
、
他
県
に
比

べ
て
大
変
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
鍵
掛
け
を
習
慣
と
し
ま
し
ょ
う
。

■
春
の
地
域
安
全
運
動

　

５
月
11
日
（
月
）
〜
20
日
（
水
）
ま

で
の
10
日
間

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
な
く
そ
う
犯
罪　
ふ
や
そ
う
笑
顔　

み
ん
な
大
好
き
岩
手
県
」

■
運
動
重
点

○
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

○
子
ど
も
と
女
性
の
安
全
確
保

○
鍵
掛
け
の
励
行

●

高
齢
者
が
被
害
と
な
る
特
殊
詐
欺
被

害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、
宅
配
便
で
現
金
を

送
れ
」

「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」

「
必
ず
も
う
か
る
」

「
名
義
を
貸
し
て
ほ
し
い
」

は
詐
欺
で
す
！

　

突
然
お
金
を
要
求
さ
れ
た
ら
、
必
ず

家
族
や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●

子
ど
も
や
女
性
を
対
象
と
し
た
凶
悪

事
件
に
発
展
す
る
恐
れ
の
あ
る
声
掛
け

事
案
な
ど
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、

登
下
校
時
間
帯
の
見
守
り
活
動
の
ほ
か
、

散
歩
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
子
ど
も
を

見
守
る
な
ど
、
通
学
路
等
に
お
け
る
見

春
の
地
域
安
全
運
動
の
実
施村内の交通事故（３月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0件 1件 － 1件
物損事故 7件 25 件 － 1件
負 傷 者 0人 1人 － 3人
死 亡 者 0人 0人 ±0人
飲酒運転
検 挙 者 0人 0人 ±0人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 173日
（３月31日現在）

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
が
必
要
な
と
き

　
20
歳
に
な
っ
た
と
き

　
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

　
住
所
・
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

○
届
け
出
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑

　
年
金
手
帳

　
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

全
て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
次

の
よ
う
な
と
き
に
は
、
届
け
出
が
必
要

で
す
。
も
し
、
届
け
出
を
し
な
か
っ
た

場
合
、
将
来
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し

ま
し
ょ
う
。
届
け
出
に
必
要
な
も
の
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
右
記
へ
お
問

次
の
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す

【
２
０
１
５
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
】

〜
な
く
そ
う
犯
罪　
ふ
や
そ
う
笑
顔　
み
ん
な
大
好
き
岩
手
県
〜
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ５月11日㊊ ５月18日㊊ ５月19日㊋
空 き 缶 ５月25日㊊ ５月26日㊋ ５月27日㊌
粗 大 ご み ５月12日㊋
紙・プラ類 ５月７日㊍ ５月13日㊌ ５月21日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
５ ３ すがわら消化器内科 23-2879 ５ ３ 森川歯科医院 23-6361
４ 金田一診療所 27-2205 ４ 岩渕歯科医院 32-2238
５ むらかみ医院いたみのクリニック 48-1500 ５ 窪島歯科医院 23-2425
６ よこもり眼科クリニック 22-2230 ６ 宮沢歯科医院 46-2953
10 千葉耳鼻咽喉科医院 23-2009 10 ほんだ歯科クリニック 23-9591
17 小野寺クリニック 46-2822 17 菅歯科 23-5161
24 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 24 菅原歯科医院 27-3301
31 浄法寺診療所 38-2021 31 こしみず歯科クリニック 33-4618

編集後記
◆今月号から広報がオールカラー
に。皆さん気が付きましたか？
◆本年度も引き続き広報を
担当することになりました。
皆さんの笑顔が届けられるように
努力していきたいと思いますの
で、取材に伺いましたらご協力よ
ろしくお願いいたします。（下村）

５月

①職種②就業場所③年齢④基本給
⑤資格など

◎４月15日現在の求人情報から
掲載しています。求人に関するお
問い合わせは、ハローワーク二戸
（☎23-3341）まで。求人情報は役
場ロビーでも配布しています。

求人情報
■株式会社  十文字チキンカン
パニー  生産部  種鶏孵卵課
①種鶏飼育・採卵孵卵場作業
員（正社員）②九戸村など③
59歳以下④133,400円⑤普通自
動車免許一種
■有限会社  竹村商事
①ブロイラー・生鳥処理作業
員（正社員）②九戸村③不問
④149,500円～161,000円⑤普通
自動車免許一種
■社会福祉法人  九戸福祉会
①介護職員（正社員以外）②
九戸村③不問④130,000円～
165,000円⑤普通自動車免許一
種、雇用期間：採用日～６カ
月、試用期間６カ月
■特定非営利活動法人  カント
リーハウス愛住
①介護員（パート労働者）②
九戸村③不問④680円⑤試用期
間２カ月、週５日以内勤務
■九戸精密  株式会社
①製造員（正社員以外）②九
戸村③不問④116,480円⑤普通
自動車免許一種、雇用期間：
採用日～３カ月、試用期間３
カ月

  労働保険料の申告・
納付は７月10日まで

　労働保険料は年度当初に概算で
保険料を納付し、翌年度に確定保
険料を計算し、精算する方法をとっ
ています。
　また、石綿健康被害救済のため
の「一般拠出金」についても申告・
納付が必要になります。
　なお、本年度の申告・納付期限は、
７月10日㊎となっていますので、
期日までに最寄りの銀行、または
郵便局で手続きを終えるようお願
いします。
■労働保険料の申告・納付期間　
　６月１日㊊～７月10日㊎
■問い合わせ　岩手労働局総務
部労働保険徴収室（☎019-604-
3003）

  高速道路では厳禁
歩行者の立ち入り

　昨今東北地域の高速道路で、歩
行者や自転車の立ち入り・車両の
逆走が多発しております。第３者
を巻き込む重大事故につながりま
すので、絶対にやめてください。
■問い合わせ　東日本高速道路株
式会社東北支社八戸管理事務所（☎
0178-27-2100）
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

戸籍だより
※3月1 6日～4月1 5日届出分・敬称略。
氏名は正字で表記しています。

お誕生おめでとう
　本　川　蒼

あお
　生

い
（龍一・結子）　  泥  の  木

　真　下　文
ぶん
　太

た
（浩二・薫）　　　 泥  の  木

　丸　橋　芽
め
　生

い
（謙一・愛子）　  柿  の  木

　觸　澤　佳
か
莉
り
愛
な
（英之・すみえ）戸  田  上

　觸　澤　侑
ゆい
　渚

な
（英之・すみえ）戸  田  上

ご冥福をお祈りします
　栗谷川　清太郎 （101歳）  小　　倉

　久　保　石太郎   （85歳）  荒　　谷

　皆　川　信　彦   （72歳）  戸  田  下

　中　村　武　志   （70歳）  戸  田  上

　木戸場　佐太郎   （91歳）  戸田舘の下

人のうごき
（平成27年4月1日現在）

●人　口　　６，２１５　人  （－１３）
　　男　　　 ３，００８　人  （－１１）
　　女　　　 ３，２０７　人  　（ー２）
●世帯数　　２，１８１世帯　（＋２）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 ２５　人  　（３３人）
　 転　 出　　　 ３１　人  　（４１人）
　 出　 生　　 　　２　人 　　（７人）
　 死　 亡　　　 　９　人  　（２９人）

（カッコ内は１月からの累計）

  食改推進員養成講座
受講生を募集します

　村食生活改善推進員協議会は、
「私達の健康は私達の手で」をス
ローガンに活動の輪を広げていま
す。
　現在41名の会員が地域で食を通
した健康づくりのボランティア活
動をしています。あなたもぜひ会
員になり、一緒に活動しませんか？
■対象者　
受講後に、「村食生活改善推進員協
議会」会員としてボランティア活
動のできる人（男性歓迎！）
■会場　村山村開発センター
■講座開講日　６月３日㊌、10日
㊌、26日㊎、７月８日㊌
（毎回、調理実習を行います）
■受講時間　
午前９時30分～午後２時30分
■参加料　無料
■募集締切　５月15日㊎
■申し込み・問い合わせ　住民生
活課保健衛生班（☎42-2111内線
122・高見舘）

  岩手駐屯地
一般公開します

　岩手駐屯地では一般公開を次の
通り行います。
■日時　６月７日㊐　（雨天決行）
　午前８時30分～午後３時
■場所　陸上自衛隊岩手駐屯地
■主な催し　記念式典、観閲行進、
戦車の体験搭乗、岩手駐屯地音楽
隊による音楽演奏
■問い合わせ　陸上自衛隊岩手駐
屯地司令業務室広報班（☎019-
688-4311内線256）

  多重債務の悩み
ご相談ください

　東北財務局盛岡財務事務所では、
借金を抱え悩んでいる人の相談に
無料で応じています。
■相談専用電話　019-622-1637　
■受付　月～金曜日（祝日除く）
　午前８時30分～午後４時30分
■場所　盛岡合同庁舎４階　
　　　　東北財務局盛岡財務事務所
■問い合わせ　東北財務局盛岡
財務事務所理財課（☎019-625-
3353）

  愛犬のしつけ教室
参加しませんか？

　愛犬のしつけ教室を開催します。
■日時　５月17日㊐
　　　　午前10時30分～正午
■場所　馬淵川駐車場
■参加費　1,000円
■申し込み・問い合わせ　わんこ
の会事務局（☎23-8257）

  在職者を対象
職業訓練実施

　在職者を対象とした職業訓練を
行います。
■対象者　原則として在職中の人
■場所　久慈職業能力開発セン
ター　
■申込方法　受講申込書を会場に
持参、郵送、FAXまたはメールで
提出
■受講料　受講料は無料（ただし
テキストなど実費は受講者負担）
■問い合わせ　久慈職業能力開発
センター（☎0194-53-6261）
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南田町内会の皆さんが集まり、整備された東屋の前で記念撮影。子どもたちの歓声でにぎわうことを期待します

熊
野
館
公
園
で
植
樹
祭

「桜の花がたくさん咲きますように」と願いながら植樹した子どもたち

親子三世代が集まり大山桜の苗を植えました

20

桜
と
歓
声

　
　
満
開
願
う

　

熊
野
館
公
園
で
４
月
12
日
、
公

園
開
き
と
植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
で
は
南
田
町
内
会
の
中
村
國

夫
会
長
が
「
熊
野
館
公
園
が
い
つ

で
も
誰
で
も
親
し
め
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
桜
が
美
し
く
咲
き
誇
る

こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
こ
の
素

晴
ら
し
い
公
園
を
次
世
代
へ
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

春
の
陽
光
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日

は
、
大
山
桜
40
本
の
苗
木
を
植
え

ま
し
た
。
町
内
会
の
皆
さ
ん
が
集

ま
り
植
樹
を
開
始
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

参
加
し
、
公
園
が
桜
で

彩
ら
れ
る
こ
と
を
願

い
な
が
ら
植
樹
し
ま
し

た
。

　

大
畑
龍
斗
君
（
伊
保

内
小
２
年
）
は
「
友
達

と
一
緒
に
桜
を
植
え

た
。
祭
り
や
散
歩
に
来

た
と
き
に
桜
が
咲
い
て

い
る
か
楽
し
み
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

熊
野
館
は
以
前
か
ら

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
愛
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
熊
野
神
社
周

辺
を
整
備
し
公
園
を
作

ろ
う
と
い
う
声
が
高
ま

り
、
憩
い
の
場
が
作
ら

れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
12
月
ぐ
ら
い
か
ら
有

志
が
集
ま
り
、
地
権
者
と
の
交
渉

を
開
始
。
平
成
24
年
に
地
権
者
の

快
諾
を
得
て
、
平
成
25
年
に
は
熊

野
神
社
周
辺
の
伐
採
作
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
平
成
26
年
に
は
東
屋

の
建
設
や
遊
歩
道
の
整
備
に
取
り

掛
か
り
、
案
内
看
板
の
設
置
や
公

園
の
整
備
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
熊
野
神
社
や
三
本
杉

を
彩
る
か
の
よ
う
に
、
カ
タ
ク
リ

が
入
り
口
か
ら
頂
上
ま
で
一
面
に

咲
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
ま
た
、

熊
野
館
に
響
き
渡
る
こ
と
を
願
い

整
備
さ
れ
た
熊
野
館
公
園
。
カ
タ

ク
リ
や
紅
葉
が
美
し
い
こ
の
熊
野

館
公
園
に
、
桜
と
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
咲
き
渡
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。


